




































































































































































































































































hen one night, during m
y third or fourth w
eek in that little 
room




 and urgent intensity, about 
Japan – about N
agasaki, the city of m




his, I should point out, cam
e as som
ething 
of a surprise to m
e. Today, the prevailing atm
osphere is such that it’s 




heritage to explore his ‘roots’ in his w
ork. But that w
as far from
 
the case then. W
e w
ere still a few
 years aw
ay from
 the explosion of 
‘m






ith one out-of-print novel to his nam
e. A
sked to nam
e the leading 















nthony Burgess, John Fow






undera or Borges w


























































































































































A Pale View of H
ills 『遠い山なみの光』を
書いた後、プルーストの『失われ 過去を求めて』をじっくり読み、記憶と時間への新たな「語り」のアプローチを思いついたと言います。
If I could go from
 one passage to the next according to the nar-
rator’s thought associations and drifting m
em
ories, I could com
pose 
in som
ething like the w
ay an abstract painter m
ight choose to place 
shapes and colours around a canvas. I could place a scene from
 tw
o 
days ago right beside one from
 tw
enty years earlier, and ask the reader 
to ponder the relationship betw
een the tw
o. In such a w
ay, I began to 
think, I m
ight suggest the m
any layers of self-deception and denial that 
shrouded any person’s view
 of their ow































































のシンパに仕えてきました。完成作の前段階の原稿では、執事の心の最奥にある過ちの認識や苛烈な悔悟の念、あるいは深い憧憬、恋情といったものは、何重も 語りの仕掛けにくるまれて深層に「沈潜」し、物語が終わるまでいっさい表面化し せん イシグロは一九八八年、この小説をいったん書きあげ、当時、イギリスで創作活動をすること、英語で書くことについて、このよう 述べ い す。
I’d been careful not to assum
e, as I felt m
any of them
 did, that 
m
y readers w
ere all English, w
ith native fam
iliarity of English nuances 
and preoccupations. By then, w
riters like Salm
an R
ushdie and V.S. 
N
aipaul had forged the w
ay for a m
ore international, outw
ard-looking 
British literature, one that didn't claim
 any centrality or autom
atic 
im
portance for Britain. T
heir w
riting w





rite 'international' fiction that could 
easily cross cultural and linguistic boundaries, even w
hile w
riting a 
story set in w
hat seem































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































orld literature is an elliptical refraction of national literatures. （世界
文学とは諸国民文学が二重の屈折を経て楕円状になったものである）◎
  W
orld literature is w
riting that gains in translation. （世界文学とは翻
訳されて豊かになる著作である）◎
  W
orld literature is not a set canon of texts but a m
ode of reading: a 
form
 of detached engagem
ent w
ith w
orlds bey ond our ow




























































































































































































































































rite ‘international’ fiction that could easily 












he idea of “international” fiction as a new, contextless kind of w
riting, 
by w
riters on the run from



























  Ishiguro says he goes out of his w
































































































































































代のときに小説を書き始めたといいますので、四十年のキャリアをもつことになります。その間、七つ 長編と一つ 短編集が出版されています。会場の皆さ のなかには 今から三十五年前、イシグロ 二十八歳のときに発表した『遠い山なみの光』を、そのとき
すでにお読みになっ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ho in novels of great em
otional force, has uncovered 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イシグロの場合です 、それを探偵小説、ある は推理小説のようにきちんと、あとから読み返 たときにここに証拠が置かれて た、あとから読めばこれが伏線になって いう
ことがわかるような構造になっ





































































































































































































































































































































































子どもは自分の部屋にこもってしまって、親 子どもが何を考えているのか、何をしているのか、わから くなる。子どもは親の前ではいい子にしていても、部屋に帰ったら自分の世界に没頭して、自分 世界をどんどん広げているわけです。　
近代小説とは、この二階建ての二階の個室の
中で、一人の人間が心の



















































に思い出されるでしょう。村上春樹はもともと地下が大好きで 。たとえば『ねじまき鳥クロニクル』 小説は、突然行方不明になった奥さんを探す夫の話。家族が行方不明になったら、ふつうは警察に届けますよね。あるいはビラを配ったりします。けれど 彼は、まったく別行動をとります。彼 近所の空き家の庭に、古い枯れ井戸を見つけていました。その井戸の底に入ってし
まうのです。井戸の底で瞑想するとい










































































































































































































あさんを置き去りにして月の世界に去るのか。これも理屈ではわかりません。だけど、時代を超え 日本人は魅了されています。意味やテーマを問われてもだれにもわからない。だけど心に深く残る魅力がある。そういうような物語で人の心が癒される も、いってみれば地下二階を通じてなのだといえない しょうか。　
村上春樹は、物語の深い力というものを求めていつも書いている、と




















































































































































































































































いうことです。どちら よい悪い、ではありません。ここに日本人とイギリス人の違い、いわばその知的環境の中で生きる人間 違い、それぞれの環境が培うメンタリティといったもの 差を感じま た。　
また、先ほど清水さんのお話をうかがいな ら、父親との関係がその
違いの差に影響して ると感じました。村上の父親は戦争体験の傷を背負った人間な にた し、カズオ
・
イシグロの父親は学者です。父親と




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































考え います。他方、村上春樹はまだこの『カラマーゾフの兄弟』の境地といいましょうか、それを乗り越える小説は書けていないような気がするのです。善悪の一種の融和というか、ネゴシエーションの世界からまだ脱却していな 。そこで今回の『騎士団長殺 』で、その相対論がどの
ように克服されたのかどうかということをみたかったのですが、残











































































生の言われた「地下二階」 問題にも深く関わって ま とくに「地下二階」まで行くと、世界の精神は地下の水脈でひとつに繋 る。つまり、国境が消えてい いうことですね。さらに、 文学とし 成り立つためには、たとえばアメリカのジャズ 話だったり、ヨーロッパ
・






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































味しているかということは、ぜひみなさん、じっさ に『悪霊』を読んで確認 ください。ドストエフスキー研究者でもこの謎解きに挑戦している人がいるよう 終わりに、私が二〇一五年に刊行した『新カラマーゾフの兄弟』のラストは うなっています。　「事務室の掛け時計は二時三十五分を
さ
し
た
ま
ま止まって
お
り、
リョウ
の腕時計は八時半を少 過ぎていた」　『新カラマーゾフの兄弟』
、これは村上春樹とド
ストエフスキーの双方
へのオマージュを込めて書きました。その証が、この一文です。ご清聴ありがとうございました。 
二〇一八年一月二十七日
147
